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１ 色麻町の概要
宮城県の北西部に位置し、雨量・
積雪共に多い気候。

基幹産業は農業であり、主要作目
は水稲や畜産。

世界農業遺産「大崎耕土」に認定
されている地域。

人口：６，５１６人

面積：１０９．２８㎢
（令和４年１月末）
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タヌキ
ハクビシン
カラス・カルガモ
ニホンザル（目撃のみ）
ニホンジカ（目撃のみ）

イノシシ 水稲、豆類、稲ＷＣＳ、いも類等

ニホンカモシカ（目撃のみ）

ツキノワグマ デントコーン、果樹等

２ 主な目撃や被害がある鳥獣の種類
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２ 主な目撃や被害がある鳥獣の種類

昔から山中に生息し、狩猟も行われてきた。

近年では、人里への出没が増えており、農作物等の

被害が発生している。

3

色麻町とツキノワグマの歴史



色麻町とイノシシの歴史

明治時代に、相当数生息していた
明治１１年当時、色麻村費に「猪鹿防除費」が計上されていた。

昭和時代に、姿を消した
昭和５４年当時、「すでに姿を消した動物」とされていた。

平成時代に、生息域が拡大（回復）した
平成１９年頃から目撃情報があり，平成２４年から
平沢行政区を中心に農作物被害の報告がある。

２ 主な目撃や被害がある鳥獣の種類

町内に“猪”が
付く地名もある
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転換期①

年度 町の取組み 協議会の取組み
～平成２７年度 ・とにかく捕獲していた。

⇒イノシシを１頭も捕獲することができない。
・平成２７年６月５日に有害鳥獣対策協議会を設
立した。

平成２８年度 ・県の集落ぐるみの鳥獣被害対策モデル事業に指
定された。
⇒イノシシの生態や対策等、地域ぐるみで取組む
必要性を学んだ。
・平成２８年７月１日に鳥獣被害対策実施隊を設
立した。

・鳥獣被害防止総合対策交付金を活用した。
⇒くくりわな、箱わなを購入した。
⇒電気柵、ワイヤーメッシュ柵を購入した。

平成２９年度 ・モデル事業の取組みを他行政区に広げた。
・狩猟免許取得等助成金の新設をした。

・鳥獣被害防止総合対策交付金を活用した。
⇒センサーカメラを購入した。
⇒電気柵、ワイヤーメッシュ柵を購入した。

平成３０年度 ・モデル事業の取組みを他行政区に広げるが、個
別に対策を講じており、対策をしていない地域に
被害が拡大した。

・鳥獣被害防止総合対策交付金を活用した。
⇒電気柵、ワイヤーメッシュ柵を購入した。

令和元年度 ・鳥獣被害対策アドバイザーの活用をした。
⇒町の現状把握や地域住民と検討を重ね、構想図
（案）を策定した。

・鳥獣被害防止総合対策交付金を活用した。
⇒電気柵、ワイヤーメッシュ柵を購入した。

令和２年度 ・鳥獣被害対策アドバイザーの活用をした。 ・鳥獣被害防止総合対策交付金を活用した。
⇒約４１ｋｍにわたるワイヤーメッシュ柵を購入
した。

令和３年度 ・鳥獣被害対策アドバイザーの活用をしている。
・狩猟免許取得等助成金の拡充をしている。
⇒猟銃や保管庫の購入経費も助成の対象とした。

・鳥獣被害防止総合対策交付金を活用した。
⇒電気柵、ワイヤーメッシュ柵を購入した。

転換期②

３ 鳥獣被害対策の取組み
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平成２７年度までの対策は・・・
◆地域住民

思いついたことは試しているが、効果があらわれない。
どうしようもないから町が何とかしてくれ！

点滅ライト＋有刺鉄線 爆音器の隣にイノシシが・・・

３ 鳥獣被害対策の取組み
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◆町
被害報告を受けて現場確認をするものの、何による被害か分からなかった！

◆有害鳥獣捕獲隊（駆除隊）
被害にあった農地や見回りをしやすいところに
箱わなを設置！⇒しかし、１頭も捕獲できず・・・

このままだと何もできない！
平成２８年度から

対策を学ばなければ！

平成２７年度までの対策は・・・
３ 鳥獣被害対策の取組み

7



宮城県のモデル事業に指定された平沢行政区が、
イノシシの生態や対策等、地域ぐるみで取組む
必要性を学ぶ。

平成２８年度集落ぐるみの鳥獣被害対策モデル事業
３ 鳥獣被害対策の取組み

8



モデル事業の活動状況

４月２０日：モデル地区の決定
平成２８年

５月１０日：モデル事業事前打合せ
内容説明及び日程等、実施体制について

５月２６日：平沢行政区役員会
内容説明、被害防止マップ作成、第１回勉強会について

６月１０日：第１回勉強会
イノシシの特性と被害防止対策、マップ作成の要点について

６月２３日：平沢行政区役員・耕作者打合せ
ワイヤーメッシュ柵と電気柵の長所・短所について

６月３０日：平沢行政区役員・耕作者打合せ
侵入防止柵の設置範囲について

３ 鳥獣被害対策の取組み
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７月３１日：第２回勉強会
電気柵の設置、ワイヤーメッシュ柵の設置方法について

８月１１日：平沢行政区によるワイヤーメッシュ柵の設置
～１０月頃：設置に伴う点検及び電気柵コードの回収

１０月２７日：第３回勉強会
わな免許の取得方法、箱わなの設置・捕獲の要点、
くくりわなの設置・捕獲の要点について

１２月１１日：第４回勉強会
平沢行政区での活動状況、設置状況やアンケート結果、
被害防止に向けた改善点、今後の活動方向や運営について

平成２９年
１０月１８日：フォローアップ勉強会

被害防止対策及び侵入防止柵の維持管理等について

３ 鳥獣被害対策の取組み
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第１回勉強会（６／１０）

正しい対策知識を
身につけましょう！

＊イノシシの生態や対策を勉強
どこに設置する
かなあ～

＊点検結果を地図に貼り出す

３ 鳥獣被害対策の取組み
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第２回勉強会（７／３１）

地際の対策
が大切！

＊ワイヤーメッシュ柵のリハーサル

＊電気柵の設置手順を勉強

Ｑ：コードの
高さは？

Ａ：20ｃｍと
40ｃｍ

３ 鳥獣被害対策の取組み

12



ワイヤーメッシュ柵の設置
（８／１１）

支柱は１ｍ
間隔で！

みんなで設置すると
楽しいな～

＊地域住民による設置作業

電気柵

ワイヤー
メッシュ柵

条件に合わせて
柵を選択！

※宮城県内では初の事例

３ 鳥獣被害対策の取組み
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テレビでも
放映

くくりわなは
イノシシの
通り道に

箱わなには
もみがらを敷く

＊猟友会員によるわなの設置指導

第３回勉強会（１０／２７）

３ 鳥獣被害対策の取組み
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２．被害防止対策の考え方について

平成２７年度までの対策を振り返ると、
そもそも被害対策の考え方が間違っていた！

モデル事業に取組んだ結果

これまでは
捕獲だけに
頼っていた

３ 鳥獣被害対策の取組み

捕獲

動物が寄りつか
ない環境づくり
加害鳥獣の特徴や

対策の方法を知る

被害対策で
重要な部分
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モデル事業以降、他地域の行政区でも鳥獣被害防止総合
対策交付金を活用して、柵を設置するようになった。

モデル事業に取組んだ結果
３ 鳥獣被害対策の取組み
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３ 鳥獣被害対策の取組み

平成30年度までの設置状況と
平成31年度当初の設置要望 H28 H29 H30 R1 R2 計

ワイヤー
メッシュ
柵

1,150 600 1,450 7,360 41,150 51,710

電気柵 11,800 9,600 8,500 10,800 - 40,700
合計 92,410

侵入防止柵の整備状況
平成２８年度から平成３０年度まで、
被害が発生した場所に柵を設置（個別
に対策）してきた。
柵を設置した場所は守られるが・・・

対策をしていない地域に
被害が拡大して収まらない！

計画的に対策個別に対策

17Map data ©2015 Google
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３ 鳥獣被害対策の取組み

このまま「その場しのぎ」の対策をしていたら・・・

総距離約６００km
（宮城県色麻町から京都府京都市間の直線距離に相当）

いつまで続けるのか・・・
距離が長くなると維持管理
が大変！
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協議会
（町）

地域
住民

被害を減らしたい（なくしたい）

安心して農作物を
作りたい！

何とか
したい！

柵を設置しても
被害が減らない

中・長期的な
考えが必要？

専門家に相談してみよう！
19

３ 鳥獣被害対策の取組み



（農林水産省農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー）

活用している理由
・このまま個別の対策を続けたらイタチごっこになる。
・被害が拡大する前に抜本的な対策を講じたい。
・被害対策は「地域に合った対策が必要」と言われるが、
具体的にどうしたらいいのか分からない。

・地域住民に指導しているが、話しを聞いてもらえない。
・正しいことをやっているのか分からない。

専門家 協議会
（町）

地域
住民

令和元年度から
三位一体での

取組みがスタート！

鳥獣被害対策アドバイザーの活用
３ 鳥獣被害対策の取組み

かさなりデザイン合同会社の
鈴木淳です。

一緒に取組みましょう！
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現在（令和３年度）の柵設置状況
３ 鳥獣被害対策の取組み

対策は終わっていないが、
ここにいたるまでの
みちのりは・・・



町の現状把握

被害防除
柵の種類
設置経路
合意形成

環境整備
屋敷林

河川沿いの薮
誘引物

捕獲
技術
場所
体制

地域連携
学校教育
企業

隣接市町村

構想図（案）

地域住民と検討

町ぐるみ対策のみちのり
３ 鳥獣被害対策の取組み
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町の現状把握

24

対策を検討するために

被害状況、対策方法、捕獲方法、管理体制について
調査した。

捕獲状況対策の方法水田被害

河川の痕跡

３ 鳥獣被害対策の取組み
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町の現状把握

2525移動経路をたどる用水路の高さを確認蹄の痕跡

屋敷林

対策を検討するために

移動経路（河川や用水路など）になる環境や痕跡を
調査し、どのように行動しているのかを把握した。

３ 鳥獣被害対策の取組み
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町の現状把握
現地調査とともに、
町に寄せられている
情報も把握した。

イノシシも
ツキノワグマも
平野部に出没

３ 鳥獣被害対策の取組み

25国土地理院



構想図（案）
現状把握で得られた情報を「見える化」にする

３ 鳥獣被害対策の取組み

・鳥獣の利用状況や地域の環境を見える化にすることで、潜み場や誘引元、移動
経路などを把握できるようになった。

・被害が発生した場所をその都度防除するという「その場しのぎの対策」から、
広域的に根本的な対策をすべき箇所や重要度が見え、効果的に検討することが
できるようになった。

・見える化にすることで、情報を共有できる。

わかったこと
・イノシシやツキノワグマの生息環境と人里がはっきり分かれている。
・平野部は平坦でまとまっており、屋敷林があるところ以外は、見通しのよい
環境となっている。

・河川が移動経路になっていた（地域住民は、山側を対策すればよいと思って
いた）。

“対策は地域住民が主体” 26



※イノシシの生息環境と
地域住民の生活圏の境

※柵の設置場所の案
ではない

イノシシの動き

防除ライン

構想図（案）
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３ 鳥獣被害対策の取組み

国土地理院



地域住民と検討

29

時には対策のペースを
遅らせたり、話しを
寝かせることも大切！

３ 鳥獣被害対策の取組み

28

合意形成

被害が発生していない地域住民は、他人事の
ように感じている。

被害対策は、地域全体
の課題であることを
認識してもらおう！



地域住民と検討

30

検討内容を何度も図化
（見える化）することで、

合意形成がはかりやすくなる。

広く守れるのはいいけど、
本当に管理できるかな？日常生活に

支障があっても困る！

見回りしやすくても、
景観が悪くなるのは

嫌だな～

３ 鳥獣被害対策の取組み
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侵入防止柵設置場所の検討
圃場側、用水路の手前、奥、林内などでの違いを理解したうえで設置した。
日常の農作業や水路管理、山への出入りなどをふまえて地域住民と検討した。

被害防除
３ 鳥獣被害対策の取組み
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塞ぐことができない場所の対策
■道路
・ゲートが設置できない道路は、道路の両側を外側に
延ばした。

・完全に塞いではいないが、侵入しにくい環境を作ること
で、地域住民の生活とのバランスをとることができた。

■河川や水路
・周辺に電気柵などを設置して、面的に対策を講じた。

被害防除
３ 鳥獣被害対策の取組み
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被害防除
■ゲート
他地域の事例を参考にしながら工夫して設置した。

鉄筋で補強 単管パイプゲート

大型車両用ゲート（約７ｍ）
単管パイプ、ターンバックルなど

単管バリケード

３ 鳥獣被害対策の取組み
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被害防除

地際の補強

■ゲート
他地域の事例を参考にしながら工夫して設置した。

神社の出入り口 ワイヤーメッシュ柵を加工

ワイヤーメッシュ柵を加工

３ 鳥獣被害対策の取組み
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町道ガードパイプへの設置
担当課と協議した結果、ガードパイプにワイヤーメッシュ柵を設置
することができ、丈夫なフェンスになった。

被害防除
３ 鳥獣被害対策の取組み
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被害防除
河川沿いの対策
・町内には５つの一級河川がある。
・河川法を遵守しながら、効果的な方法を検討した。

管理用通路は塞ぐことができない境界の確認登れない護岸を確認

イノシシが移動できない地形環
境（河川の垂直な護岸や頑丈な
フェンスなど）がある場合は、
それを活用することで、省力的
で効果的な設置や維持管理が可
能になる。

３ 鳥獣被害対策の取組み
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被害防除 専門的な知識が必要であり、
申請書の作成をするだけで、
１００時間以上かかった。
※地域住民と調整した時間は
含んでいない。

許可申請書
・河川法（第２４・２６・５５条）に基づく申請
が必要である。

⇒許可申請書（柵の資材数量、占用面積、保全区域内の行為面積）、許可が必
要な理由、柵の仕様書、ゲートの開閉図、位置図、境界図（堤防、ほりこみ、
保全区域、ゲートの設置場所等を図示）、標準横断図、上流から下流にかけ
ての現況写真（等間隔）が必要である。

※柵設置後は、完了届を提出する必要がある。

３ 鳥獣被害対策の取組み
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被害防除

38

３ 鳥獣被害対策の取組み
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被害防除

堤防 川表

地域住民の声
・河川法のハードルが高く、理想とする場所に柵を設置することができない。
・堤防に柵を設置することができないと言われているが、鉄筋の穴を開けただけで
壊れる堤防をつくっているのか。

・堤防に柵を設置することができれば、堤防もイノシシ被害から守ることができる。

３ 鳥獣被害対策の取組み
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被害防除
３ 鳥獣被害対策の取組み

陸上自衛隊王城寺原演習場沿いの対策
・演習場の境界は防除ラインであり、自衛隊と協力体制を構築し、連携した対策
を実施している。

・令和４年度から自衛隊の敷地に、ワイヤーメッシュ柵の設置を検討している。

イノシシが演習場外に出ないよう自衛隊が補修 自衛隊による刈払作業
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隣接市町村との連携
・構想図（案）を共有する
ことで、市町村を越えた
対策が可能になる。

・令和４年度に鳥獣被害防
止総合対策交付金を活用
して、ワイヤーメッシュ
柵を導入する予定である。

被害防除
３ 鳥獣被害対策の取組み

防除ライン

40
Map data ©2015 Google



被害防除

地域住民と検討を重ね
た結果、令和２年度に
約４１kmのワイヤー
メッシュ柵を設置する
ことができた。

３ 鳥獣被害対策の取組み

41

令和２年度侵入防止柵設置状況

高根行政区

小栗山行政区

上黒沢行政区

花川沢口行政区

道命行政区

王城寺行政区

上郷行政区

新田行政区

志津行政区

鷹巣行政区

Map data ©2015 Google
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構想図（案）を共有（見える化）したことで、
客観的に対策が必要な場所がわかるようになり、
自主的な環境整備が進みやすくなる。

３ 鳥獣被害対策の取組み

環境整備

42



捕獲

44

技術
・ツキノワグマや鳥を撃つ銃猟は盛んだった。
・イノシシを捕獲するには、わな（箱わな、囲いわな、く
くりわな）の技術が必要であるため、安全面も考慮した
研修会を開催した。

場所
・これまでは、被害があった場所にわなを設置すること
しかできなかったが、構想図（案）をもとに、移動経
路などをふまえ、効率的に設置することができるよう
になった 。

体制
・狩猟免許取得等助成金を創設したことにより、隊員を
確保することができるようになった。
５名（平成２３年度）⇒１８名（令和３年度）

・IOTの実証実験を行った。

３ 鳥獣被害対策の取組み

43



狩猟免許取得等助成金

45

町では、平成２９年度から助成制度を新設し、令和３年４月１日から
新規第一種銃猟免許取得者に対し、銃猟（保管庫を含む）を購入され
る方にも支援できるよう、助成制度の拡大をしている。

対象者
・町内に住所を有している方
・町税等を滞納していない方
・過去に狩猟免許等の取り消しを受けたことが
ない方

・狩猟免許等の取得後は、鳥獣被害対策実施隊
に入隊し、有害鳥獣の捕獲活動に従事するこ
とができる方

※更新は、実施隊に入隊している方に限る。

３ 鳥獣被害対策の取組み
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IOTの活用
害獣捕獲監視システム「マタギっ娘」

マクセルフロンティア株式会社と連携し、
実証実験を行った。
目的：鳥獣被害対策実施隊（猟友会）の

わな設置に伴う見回りの省力化を
図ることを目的とした。

期間：令和２年１０月 ７日から
令和２年１２月２２日まで

３ 鳥獣被害対策の取組み
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令和２年
８月２６日：打診がある
８月２８日：実施隊の会議で決定
８月３１日：スケジュール確認
９月 ４日：子機設置場所選定
９月２５日：基地局等設置場所決定

１０月 ７日：基地局等設置
１０月１５日：実施隊による子機設置開始
１２月２２日：基地局等撤去

実証実験の活動状況
３ 鳥獣被害対策の取組み
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子機の設置

基地局の設置
場所：色麻町役場庁舎屋上
面積：０．５㎡
設置：マクセルフロンティア

株式会社

場所：色麻町内全域
設置：実施隊
種類：くくりわな、

箱わな

３ 鳥獣被害対策の取組み
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３ 鳥獣被害対策の取組み

わな

中継器

基地局

基地局

中継器2

わな1～3

わな4

わな5

わな6

わな7

わな8

わな11

わな15

わな13～14

わな12
中継器1

わな9
わな10

実証実験を行った場所

48
Map data ©2015 Google



メリット デメリット 見解
（マクセルフロンティア株式会社）

見回りの省力化に繋がる 冬期間は降雪の影響による誤作動が多い センサーを追加し、検知精度の向上を図る。
設置方法が簡単
（特殊な工具が必要ない）

子機を中継器にかえられないか 中継器への切替え機能は、故障の原因や製
品コストの増加の要因になるため、機能の追
加は見送る。なお、子機と同じ大きさの中継
器は、販売を開始している。

大規模な工事が伴わない 地図上に№か地名等を表示させてほしい わなが隣接している場合、地図が見えにくくな
ると推測される。メールに任意のデバイス名が
記載されるように改善をした。今後は、メール
によって位置の特定を行っていただく。

子機が軽量 Ｃメールでも使えるとよい 2022年～2026年にかけ、各キャリアの3G
サービスが終了となる。代替え案として、他の
方法での通知を検討している。

無線の申請が不要（使用料不要） 地図上で設置・撤去日が分かるとよい マタギっ娘サーバの「履歴一覧」から履歴を確
認することができる。今後、GIS(地理情報シ
ステム)の活用も視野に、改善を進めている。

実施隊（猟友会）の感想
３ 鳥獣被害対策の取組み
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①見回りの省力化に繋がる
実証実験前（１３５日間）
令和２年 ５月２５日から
令和２年１０月 ６日まで
見回り１３８回×２名＝２７６回

実証実験後（７７日間）
令和２年１０月 ７日から
令和２年１２月２２日まで
見回り３５回×２名＝７０回

０．４８日に１回

１．１０日に１回

実証実験の結果
３ 鳥獣被害対策の取組み
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②害獣捕獲監視システムを使う場所は、奥地
や見回りが困難な場所であれば、大いに活躍
できる。

③対象鳥獣によって、害獣捕獲監視システム
を使い分ける（過信しない）必要がある。ツ
キノワグマの場合は、特に危険が伴うことか
ら、見回りの省力化は図れない。

３ 鳥獣被害対策の取組み
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④電波状況が安定しない
中継器が必要であるため、設置する場所は、町有地が

第１候補とされることから、町内全域を網羅することが
できない可能性がある。（民有地の場合は、交渉が必要
であり、設置すること自体が困難な場合もある。）

わなは、警戒されないよう、藪の中に仕掛けることが
多い。実証実験で、中継器を設置したが、子機が作動し
ない場所が多々あった。

中継器の設置数を増やす
ことで改善される！

３ 鳥獣被害対策の取組み
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地域連携
色麻小学校
・動物の名前をあてるクイズ
・有害鳥獣に遭遇したときの対処方法
・人と動物の共存

広報しかま令和元年１１月号

３ 鳥獣被害対策の取組み
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地域連携
加美農業高等学校
イノシシやツキノワグマによって、果樹やデントコーンの被害に悩まされており、
令和２年度からデントコーンの栽培を断念した。

リンゴ被害 デントコーン被害

３ 鳥獣被害対策の取組み
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協議会（町）
・加美農業高等学校周辺は、農作物が
多くイノシシやツキノワグマの出没
に大きな影響を与えている。

・高校生の力を借りて、地域の人手不足
を解消したい。

・町の対策としても鍵となる存在！

加美農業高等学校
・農作物の被害をなくしたい。
・生徒の安全を確保したい。
・地域と連携した活動が何かできないか。
・学校教育にも良いのではないか。

令和２年度から
連携した対策を始めた！

３ 鳥獣被害対策の取組み

地域連携
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・総合学習の時間を活用し、
生徒達が被害対策を学ぶ。

・協議会（町）や隣接する
行政区と連携して、柵の
設置場所を決定し、設置
活動を行う。

農業高校は
獣害対策も
必須スキル！

広報しかま令和２年７月号

３ 鳥獣被害対策の取組み

地域連携
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地域連携

箱わな製作IOT機器による錯誤捕獲対策

・被害状況を調べるため、地域住民に対し、アンケート
調査を行う。

・ IOT機器の製作を行う。
・箱わなの製作や協議会の箱わなの修理を行う。
・柵の維持管理を行う。

校内に設置した柵の維持管理

３ 鳥獣被害対策の取組み
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地域連携

59果樹農家との連携 環境整備の共同作業学校敷地内の伐採

地域住民と環境整備の活動を行う。
今後、さらに活動を広げていく予定！

３ 鳥獣被害対策の取組み
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令和３年８月２７日
全国農業新聞

令和２年８月２２日
河北新報

令和２年８月２４日
大崎タイムス

３ 鳥獣被害対策の取組み

59



構想図（案）の効果（令和３年度検証結果）
１ 被害報告件数、農作物被害金額が少なくなった
２ 行動域が制限されたことで、わなが設置しやすくなり、捕獲頭数が増えた。
３ 侵入された場合でも、柵の破損などから侵入原因を掴みやすくなった。
４ ツキノグマがワイヤーメッシュ柵を乗り越えたときに歪曲することで、

移動経路がわかるようになった（上部の歪曲のみのためイノシシ対策の
効果は変わらない）。

フェンス沿いの獣道 ワイヤーメッシュ柵上部の歪曲

３ 鳥獣被害対策の取組み
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色麻町の獣類による農作物被害額の推移
万円
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３ 鳥獣被害対策の取組み
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ツキノワグマ
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※報告件数は、目撃件数と被害件数の合計である。

３ 鳥獣被害対策の取組み
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※報告件数は、目撃件数と被害件数の合計である。
※平成２９年度から捕獲許可期間を延長したため、件数は１件となる。

イノシシ
３ 鳥獣被害対策の取組み
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イノシシの捕獲効率が向上

➏

❷ ❷❶

❶

❺ ❽

❷

❶❸ ❸

❿

対策が進んでいる地域

対策途中の地域対策が進んでいる地域では、
柵の外側での捕獲が増えている！

※丸数字は捕獲場所と捕獲頭数を示している。

64

❷

➏
➏

３ 鳥獣被害対策の取組み



・地域おこし協力隊の制度を活用
令和４年度から鳥獣対策支援員を配置

・鳥獣被害対策実施隊を支援
捕獲に関するマニュアルを策定

・ツキノワグマ対策

４ みえた課題や今後の取組み

・みえた課題
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みえた課題

・維持管理や体制の見直しなどのフォローをする。
・ＰＤＣＡサイクルの確立を目指す。

やってみてから
わかることもあるので、
失敗とは思わず

改善することが大切！

降雪による影響 常に維持管理

４ みえた課題や今後の取組み

降雪による影響
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地域おこし協力隊（鳥獣対策支援員）の活動予定

6868

令和４年度
・過去の柵設置による効果検証を行う。
・構想図（案）をもとに行動把握を行い、被害防止
マップを作成し、地域住民と共有する。

・地域住民と一緒に、柵周辺の草刈りや柵の補修を
行う。

令和５年度
・実施隊向けの捕獲マニュアルを作成する。
・実施隊員となり、捕獲活動を行う。
・柵以外の効果検証を行う。

令和６年度
・起業を含め、就職活動を行う。

４ みえた課題や今後の取組み
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実施隊支援

・安全面も考慮した捕獲に関するマニュ
アルを作成する。
・構想図（案）をもとに、鳥獣の移動経
路や効果的な捕獲場所を図化する。
・住宅地に出没した場合の対応や銃が使
用できる場所を図化する。

４ みえた課題や今後の取組み

捕獲マニュアル

地域住民とも共有することで、
捕獲活動に対する理解を得る
ことができると期待している。

（仮タイトル）
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実施隊支援

・捕獲マニュアルの他、センサーカメラや
ICTなどを活用した捕獲技術の向上、省力化
を目指す。

４ みえた課題や今後の取組み
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ツキノワグマ対策

71

・デントコーン畑がツキノワグマを誘引している。
・多くが平野部に出没していることから、計画的に作付けが
できる場所の選択を支援する。

公共施設横のデントコーン畑に出没

デントコーン畑に出没した
ツキノワグマを空撮

ここでも
構想図（案）が
役に立つ！

４ みえた課題や今後の取組み
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新たな地域への対策

少し先の未来を創造し、「何をするか」ではなく、「誰とするか」で
成果は大きく変わっていく。今後も地域住民とともに歩んでいきたい。

４ みえた課題や今後の取組み
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